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大
量
生
産
を
前
提
と
し
た
モ
ノ
づ
く
り

現
地
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ

技
術
を
海
外
へ
水
平
展
開

外
の
商
品
開
発
を
担
当
し
た
の
は
、
自
ら

意
図
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
約
30 
年

前
、
日
本
の
市
場
で
イ
チ
か
ら
仕
上
げ
た
経
腸
栄

養
剤
と
レ
ト
ル
ト
離
乳
食
を
海
外
で
展
開
し
た
い

と
い
う
製
薬
部
門
か
ら
の
要
望
で
、
台
湾
、
タ

イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
歴
訪
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
日
本
で
確
立
し
た
技
術
を
東
・
東
南
ア
ジ
ア

地
域
に
導
入
す
る
業
務
は
、
ス
ト
レ
ス
を
伴
い
つ

つ
も
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
。

当
初
は
日
本
と
同
じ
感
覚
で
、
現
地
の
大
学
教

授
と
共
に
商
品
の
設
計
を
し
て
い
っ
た
。
大
事
な

こ
と
は
、
そ
の
教
授
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
栄
養
組
成

で
あ
り
、
現
地
の
素
材
を
使
う
こ
と
。
技
術
的
に

は
筆
者
の
確
立
し
た
技
術
を
応
用
す
る
こ
と
で
あ

る
。
設
備
に
つ
い
て
は
、
現
地
の
機
械
設
備
担
当

者
か
ら
地
元
に
安
価
な
も
の
が
あ
る
と
紹
介
さ
れ

て
購
入
し
た
。
見
た
目
は
日
本
の
機
械
に
類
似
し

て
い
る
の
に
稼
働
し
て
み
る
と
生
産
に
耐
え
ら
れ

な
い
。
今
も
同
様
と
思
わ
れ
る
が
、
重
要
な
機
械

は
日
本
製
品
に
頼
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
当
時
の
作
業
進し

ん
ち
ょ
く捗
に
つ
い
て「
日
本

の
1
日
は
、
こ
の
国
の
1
週
間
」
と
言
わ
れ
、
と

海

公
益
社
団
法
人 

日
本
技
術
士
会
登
録

食
品
技
術
士
セ
ン
タ
ー 

会
長  

技
術
士（
農
業
部
門
）

江
本
三
男

に
か
く
焦
ら
ず
継
続
し
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
と

感
じ
た
。
そ
れ
で
も
、
東
・
東
南
ア
ジ
ア
で
の
商

品
開
発
と
生
産
設
備
の
立
ち
上
げ
は
、
そ
の
地
域

で
共
通
す
る
状
況
で
あ
る
た
め
、
慣
れ
て
く
れ
ば

余
裕
が
で
き
て
、
必
要
な
と
き
に
出
張
ベ
ー
ス
で

対
応
し
て
い
っ
た
。

い
わ
ゆ
る「
技
術
の
水
平
展
開
」
で
、
現
地
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
結
果
と

し
て
、
開
発
し
た
商
品
は
台
湾
、
タ
イ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
市
場
で
、
現
在
も
商
品
と
し
て
流
通
し

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
経
験
が
、
（独） 
国
際
協
力
機
構（
J
I 

C
A
）の
B
O
P（Base of the Pyram

id

）、
低

所
得
層
の
ビ
ジ
ネ
ス
連
携
促
進
に
お
い
て
、
開
発

途
上
国
へ
食
品
技
術
の
指
導
を
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
一
つ
の
技
術
を
確
立
す
れ
ば
、
次

の
技
術
へ
の
応
用
と
、
そ
れ
に
伴
う
人
脈
が
で
き

る
。
海
外
へ
の
技
術
援
助
も
同
様
で
、
栄
養
情
報

や
製
造
な
ど
の
食
品
技
術
を
通
じ
て
当
該
国
の
モ

ノ
づ
く
り
を
手
伝
い
、
低
所
得
層
の
人
々
の
健
康

改
善
、
経
済
面
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
確
立
に

貢
献
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
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